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特 集  小児感染症の今

は　じ　め　に

　2019年12月に中国武漢市に端を発し

た，新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)

感染症(COVID-19)は瞬く間に世界中

に拡大し，日本でも2020年２月頃から

感染者が増加した。この未知のウイル

スに対して，一般の社会だけでなく，

患者の診療にあたるわれわれ医療従事

者も混乱に陥った。医療現場の混乱

は，COVID-19患者に対してだけでな

く，COVID-19患者以外の患者に対し

ても波及し，予定されていた手術が受

けられない，定期的な診察を受けられ

ないなどの不利益が生じた。このよう

な医療現場の混乱は，より事態が悪化

すると医療崩壊へとつながるため，政

治や医療などさまざまな立場から対策

がとられてきた。

　本稿では，特に小児科の外来におい

て，COVID-19患者の診療，また医療

従事者の感染防御，予防接種や健診

事業の維持などについて示された「小

児の外来診療におけるコロナウイルス

感染症2019(COVID-19)診療指針」(以

降，「小児外来COVID-19診療指針」)1)

の特徴と要点を解説する。実際の現場

に携わる諸賢には，是非，原本を手に

とって参考にしていただければ幸いで

ある。

Ⅰ．�小児外来COVID-19�
診療指針が策定される�
までの経緯

　わが国における小児のCOVID-19対

策は，成人のCOVID-19患者が発生し

た頃より開始された。日本小児科学

会，日本外来小児科学会などの多数の

学会が，2020年初頭よりさまざまな活

動を始めていたが，その１つに，尾

内一信先生(2019年当時，川崎医科大

学小児科教授)の発案で，日本小児感

染症学会のメンバーを中心とした小児
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